
 

 

設計変更 

 

設計変更で施工箇所が増えた場合の操作 

設計変更で施工箇所が点在する工事に変更になった場合の設計書の作

成方法です。 

 

１．間接費削除、再作成、経費計算をする   

追加された施工箇所の間接費を作成する準備として、間接費行を削除し、間接費を再作成して

から、経費を再計算します。 

 

※設計書取込の場合、間接費の行を追加するには、間接費行を削除する必要があります。 

設計書取り込みではない場合は手順 2. 設計変更にする から行ってください。 

 

 

①【共通仮設費積上げ分がある場合のみ】 

共通仮設費積上げ分のフォルダの中に積上げた表を移動します。 

例として運搬費の積上げを移動します。 

※積上げ項目ごとに操作が必要です。 

 

1. 積上げが始まる行をクリック、［Shift］キーを押しながら積上げの1番下の行をクリックし

運搬費の内訳をすべて選択します。 

 

2.選択された行を右クリック、メニューの［切り取り］をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



3.［上へ］で本工事費内訳書の画面に戻ります。 

直接工事費の最後の行を右クリック、メニューの［貼り付け］をクリックして安全費の内訳を

直接工事費の一番下に貼り付けします。 

 
 

 
 

②取込された間接費の行をすべて削除します。。 

間接費行が始まる行をクリック、［Shift］キーを押しながら間接費行の1番下の行を 

クリックし、右クリックメニューの［削除］を選択します。 

 
 

③間接費作成する 

 をクリック、経費区分を

選択して［ＯＫ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④【共通仮設費積上げ分がある場合のみ】 

移動させた運搬費を、各共通仮設費積上げ分のフォルダに戻します。 

直接工事費の最後に貼り付けた運搬費を右クリックメニュー-［切り取り］を選択します。 

 
 

運搬費のフォルダの中で右クリックメニュー-［貼り付け］を選択します。 

 
 

共通仮設費の移動は以上です。 

 
 

⑤経費を再計算します。 

 をクリック、経費計算をします。 

※経費条件は再選択が必要です。 

［この経費に決定］をクリックします。 

 
 



「確認」画面が出ますので、［はい］をクリックします。 

 
 

 

 

２．設計変更にする      

設計書を設計変更工事に切り替えます。 

 

①工事を閉じて、設計書一覧画面で［変更工事を作成する］をクリックします。 

 

 
②以下のメッセージが表示されます。 

元の工事データを複写しておく場合は［はい］をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



設計変更の工事が作成されます。設計変更工事は背景が黄色になります。 

 

 

 

３．施工箇所が点在する工事にする    

施工箇所が点在する工事に切り替えます。 

 

①設計変更の工事名で右クリック、メニューの［総括表］を開きます。 

 

②「工事名」の「施工箇所が点在する経費計算を行う」にチェックを付け、［保存して閉じる］

をクリックします。 

 

 
 

以下のメッセージが出ます。［保存する］をクリックします。 

 
 

 

 



４．間接費を再作成する    

 

設計書を開くと間接費再作成のメッセージが表示されます。 

施工箇所が点在する工事の経費に変更する為、間接費を再作成します。 

 

  

 

［間接費を再作成］をクリックします 

 

 

 

 

５．追加された施工箇所を積算する    

 

①当初の工事の間接費の下に設計変更で追加された施工箇所の直接工事費を積算します。 

 

 
 

 



②間接工事費を作成します。 

 をクリックします。 

「間接費の選択」画面が表示されます。 

該当の経費区分を選択し、画面右下の［次へ］をクリックします。 

 
 

 

 

６．経費計算              

 

施工箇所が点在する工事に作り替える手順は以上です。 

より経費計算を行います。 


